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防
災
備
蓄
庫
等
の
備
蓄
状
況
等
に
つ
い
て
／

特
殊
詐
欺
撲
滅
へ
の
施
策
は

鈴
木
洋
一
議
員

（
政
和
会
）

防
災
備
蓄
庫
及
び
防
災
倉
庫
の 

備
蓄
状
況
等
に
つ
い
て

質
問　

①
令
和
４
年
度
予
算
に
お
け

る
被
災
者
用
備
蓄
品
の
整
備
内
容
は
。

　

②
備
蓄
品
の
保
管
に
つ
い
て
、
民

間
企
業
と
の
協
力
体
制
は
。

市
長　

①
消
耗
品
費
２
千
４
百
６２
万

９
千
円
を
計
上
し
て
お
り
、
主
な
内

訳
は
食
料
や
使
い
捨
て
ト
イ
レ
、
毛

布
等
で
あ
る
。
ま
た
、
備
品
購
入
費

２
百
６１
万
６
千
円
を
計
上
し
て
お
り
、

内
訳
は
応
急
給
水
資
機
材
用
の
小
規

模
倉
庫
や
簡
易
ベ
ッ
ド
で
あ
る
。

　

②
備
蓄
品
は
民
間
企
業
等
の
施
設

に
保
管
し
て
い
な
い
が
、
災
害
時
に

お
け
る
物
資
の
供
給
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
協
力
体
制
を
築
い
て
い
る
。

特
殊
詐
欺
撲
滅
に
向
け
て 

市

の

施

策

を

伺

う

質
問　

①
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
、

市
の
啓
発
活
動
は
。

　

②
自
動
通
話
録
音
機
の
貸
与
台
数

と
そ
の
効
果
は
。

市
長　

①
小
平
警
察
署
等
と
連
携
し
、

年
金
支
給
日
に
お
け
る
特
殊
詐
欺
被

害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
や
、

犯
行
予
兆
電
話
、
い
わ
ゆ
る
ア
ポ
電

が
多
発
し
て
い
る
際
の
広
報
車
に
よ

る
注
意
喚
起
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

②
令
和
３
年
度
末
時
点
で
千
台
で

あ
る
。
小
平
警
察
署
に
聞
い
た
と
こ

ろ
、
貸
与
さ
れ
た
世
帯
の
被
害
件
数

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
の
こ
と
か
ら
、

効
果
は
高
い
と
捉
え
て
い
る
。

玉
川
上
水
緑
道
／
鷹
の
台
公
園
検
討

委
員
会
設
置
／
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー

橋
本
久
雄
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

玉
川
上
水
緑
道
を
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な 

ス
ペ
ー
ス
に
整
備
せ
よ

質
問　

①
緑
道
の
利
用
者
に
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
が
で
き
な
い
か
。

　

②
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に
都

に
必
要
な
要
望
を
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

①
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
考
え

は
な
い
が
、
緑
等
に
関
連
す
る
計
画

策
定
の
際
に
意
見
等
を
聞
い
て
い
る
。

　

②
要
望
は
難
し
い
。

鷹
の
台
公
園
の
整
備
は
市
民
参
加
の

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
進
め
よ

質
問　

①
市
民
参
加
の
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
計
画
を
進
め
て
は
。

　

②
整
備
案
は
子
ど
も
含
め
公
募
し
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
決
め
て
は
。

市
長　

①
よ
り
よ
い
市
民
参
加
手
法

を
検
討
し
て
い
く
。

　

②
小
学
生
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

有
料
化
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
地
区
交
流 

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
い
の
か

質
問　

①
小
平
第
十
一
小
学
校
で
は

市
民
が
活
用
す
る
集
会
室
な
ど
の
縮

減
率
は
３５
％
だ
が
縮
減
し
す
ぎ
で
は
。

　

②
将
来
的
な
学
校
の
統
合
ブ
ロ
ッ

ク
化
後
の
他
の
１３
校
の
縮
減
率
は
。

市
長　

①
効
率
的
運
営
を
目
指
し
特

別
教
室
等
の
地
域
開
放
も
想
定
す
る
。

　

②
仮
称
十
一
小
地
区
交
流
セ
ン
タ

ー
と
同
様
の
施
設
を
１４
館
設
置
し
た

場
合
、
施
設
の
総
量
比
較
で
延
べ
床

面
積
は
約
５
割
縮
減
の
想
定
で
あ
る
。

子
ど
も
と
親
の
育
ち
を
支
え
る
小
平
／

新
た
な
視
点
で
ふ
る
さ
と
納
税
を

山
岸
真
知
子
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

子
ど
も
と
親
の
育
ち
を
温
か
く 

支
え
る
小
平
を
目
指
し
て

質
問　

①
市
の
母
子
健
康
手
帳
に
都

の
子
供
手
帳
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
は
。

　

②
学
齢
期
の
子
を
持
つ
親
に
対
す

る
支
援
の
た
め
の
相
談
体
制
は
。

市
長　

①
令
和
４
年
度
、
国
は
母
子

健
康
手
帳
、
母
子
保
健
情
報
等
に
関

す
る
検
討
会
を
開
催
し
母
子
健
康
手

帳
見
直
し
の
検
討
等
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
動
き
を
踏
ま
え
研
究
し
て
い
く
。

　

②
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
就
学
後
か
ら
１８
歳
ま
で
の
子
ど
も

と
家
庭
へ
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
テ
ィ
ー
ン
ズ
相
談
室
で
は
親

か
ら
の
相
談
に
も
対
応
す
る
な
ど
、

寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
て
い
る
。

新

た

な

視

点

で 

ふ
る
さ
と
納
税
の
活
用
を

質
問　

①
企※４業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

取
り
組
む
べ
き
だ
が
検
討
と
見
解
は
。

　

②
返
礼
品
が
な
く
と
も
寄
附
を
得

ら
れ
る
魅
力
あ
る
提
案
を
募
っ
て
は
。

市
長　

①
現
在
、
具
体
的
な
検
討
状

況
は
な
い
が
、
企
業
の
賛
同
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
地
方
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
施
す
る
場
合
は
財
源
確
保
策

と
し
て
活
用
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　

②
事
業
提
案
の
募
集
は
研
究
課
題

と
し
て
捉
え
な
が
ら
、
返
礼
品
に
頼

ら
な
い
市
民
の
共
感
等
を
得
ら
れ
る

ふ
る
さ
と
納
税
を
募
集
す
る
際
は
、

積
極
的
に
情
報
発
信
し
、
引
き
続
き

寄
附
者
が
増
え
る
よ
う
努
め
る
。

小
学
校
の
教
科
担
任
制
／
大
沼
公
民
館
の

エ
ア
コ
ン
故
障
に
つ
い
て

虻
川
浩
議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

小
学
校
の
教
科
担
任
制
の 

取
組
状
況
に
つ
い
て

質
問　

①
こ
れ
ま
で
の
授
業
形
態
と

教
科
担
任
制
導
入
へ
の
取
組
状
況
は
。

　

②
教
員
の
確
保
が
重
要
だ
が
、
市

の
現
状
と
し
て
足
り
な
い
科
目
と
人

数
、
人
材
確
保
の
取
組
は
。

教
育
長　

①
学
級
担
任
と
専
科
教
員

が
連
携
し
授
業
を
行
う
こ
と
を
基
本

に
、
一
部
の
学
校
で
一
部
の
教
科
の

授
業
を
教
科
担
任
が
実
施
し
て
い
る
。

　

②
教
員
は
都
の
教
職
員
定
数
配
当

方
針
に
基
づ
き
配
置
さ
れ
て
お
り
、

特
定
の
教
科
や
教
員
数
が
不
足
し
て

い
る
状
況
は
な
い
。
今
後
、
さ
ら
な

る
教
科
担
任
制
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
、
教
員
数
の
拡
充
が
必
要
で
あ
り
、

引
き
続
き
国
等
に
働
き
か
け
て
い
く
。

大
沼
公
民
館
の
エ
ア
コ
ン
故
障
の 

経
過
と
今
後
の
修
理
予
定
に
つ
い
て

質
問　

①
長
期
に
わ
た
り
大
沼
公
民

館
ホ
ー
ル
と
音
楽
室
の
エ
ア
コ
ン
が

故
障
し
て
い
る
が
、復
旧
の
目
途
は
。

　

②
大
沼
公
民
館
、
大
沼
図
書
館
の

ほ
か
の
部
屋
や
施
設
に
つ
い
て
、
今

後
の
故
障
時
の
対
応
は
。

教
育
長　

①
早
期
の
利
用
再
開
に
向

け
、
都
へ
の
手
続
や
エ
ア
コ
ン
の
調

達
等
を
進
め
て
い
る
が
、
世
界
的
な

半
導
体
不
足
の
長
期
化
等
に
よ
り
資

材
調
達
や
入
荷
状
況
等
に
影
響
が
生

じ
、時
間
を
要
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

②
定
期
的
な
点
検
報
告
を
踏
ま
え
、

適
切
な
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
。

生
活
困
窮
者
の
命
を
守
る
た
め
に
は
／

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
を

き
せ
恵
美
子
議
員

（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
の

命
を
守
る
た
め
に
は

質
問　

①
令
和
３
年
３
月
定
例
会
で
、

生
活
保
護
申
請
の
際
の
扶
養
照
会
は

や
め
る
べ
き
と
質
問
し
た
が
進
捗
は
。

　

②
生
活
保
護
制
度
周
知
の
取
組
は
。

市
長　

①
法
令
等
に
基
づ
き
扶
養
照

会
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
国
の

通
知
で
は
客
観
的
に
扶
養
が
見
込
め

な
い
場
合
等
は
不
要
と
さ
れ
て
お
り
、

個
別
に
事
情
を
聞
き
な
が
ら
国
の
通

知
等
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

　

②
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
や
、

生
活
支
援
課
の
窓
口
で
生
活
保
護
の

し
お
り
を
配
布
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
だ
い
ら
生
活
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
相
談
等
に
つ
な
げ
て
い
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
を

質
問　

①
独
り
親
世
帯
の
割
合
は
。

　

②
今
後
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
。

市
長　

①
令
和
２
年
度
の
国
勢
調
査

結
果
で
は
、
１８
歳
未
満
世
帯
員
の
い

る
一
般
世
帯
の
う
ち
、
男
親
と
子
ど

も
か
ら
成
る
世
帯
の
割
合
は
約
０
・

７
％
、
女
親
と
子
ど
も
か
ら
成
る
世

帯
の
割
合
は
約
８
・
３
％
で
あ
る
。

　

②
引
き
続
き
都
や
他
市
の
状
況
を

注
視
す
る
が
、
市
と
し
て
は
関
係
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
、
子
ど
も
・
若

者
計
画
で
子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し

て
掲
げ
た
各
種
施
策
を
、
支
援
を
要

す
る
子
ど
も
と
家
庭
に
漏
れ
な
く
つ

な
げ
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に
／

市
の
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

さ
と
う
悦
子
議
員

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

子
ど
も
の
権
利
を
保
障
す
る
た
め
に

質
問　

①
子
ど
も
の
権
利
条
約
を
批

准
し
て
い
る
重
要
性
へ
の
認
識
は
。

　

②
子
ど
も
の
権
利
条
約
普
及
推
進

事
業
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
は
何
か
。

　

③
東
京
都
こ
ど
も
基
本
条
例
を
踏

ま
え
た
市
の
施
策
の
充
実
は
。

市
長　

①
批
准
国
は
条
約
の
趣
旨
に

沿
い
必
要
な
措
置
を
取
る
義
務
が
あ

り
、重
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。

教
育
長　

②
子
ど
も
が
心
身
と
も
に

健
康
に
成
長
で
き
る
環
境
づ
く
り
を

考
え
る
契
機
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

市
長　

③
児
童
館
長
に
意
見
を
述
べ

る
子
ど
も
会
議
を
実
施
し
て
い
る
。

都
条
例
を
踏
ま
え
た
取
組
を
進
め
る
。

市
の
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

質
問　

①
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正

に
際
し
、
小
平
市
個
人
情
報
保
護
制

度
の
見
直
し
時
期
と
進
捗
状
況
は
。

　

②
法
で
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
個
人

情
報
の
保
護
や
開
示
の
注
意
点
等
は
。

　

③
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
・

公
文
書
管
理
審
議
会
で
の
意
見
は
。

市
長　

①
来
年
４
月
１
日
ま
で
に
条

例
改
正
が
必
要
で
、
現
在
は
市
条
例

と
の
内
容
の
違
い
を
確
認
し
て
い
る
。

　

②
改
正
法
の
規
律
に
従
い
新
し
い

運
用
方
法
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

③
今
後
の
対
応
等
に
つ
い
て
情
報

提
供
し
て
お
り
、
条
例
改
正
案
に
つ

い
て
意
見
を
聴
く
予
定
で
あ
る
。

市
民
へ
の
身
勝
手
な
呼
び
か
け
や

誤
っ
た
ワ
ク
チ
ン
情
報
発
信
を
改
め
よ

伊
藤　

央
議
員

（
一
人
会
派
の
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
、
対
策
に
つ
い
て

質
問　

①
マ
ス
ク
非
着
用
者
の
行
事

参
加
等
を
拒
否
す
る
こ
と
が
あ
る
か
。

　

②
市
長
は
ゼ
ロ
密
を
呼
び
か
け
る

一
方
、
自
身
は
飲
食
を
伴
う
会
合
に

出
席
、
酌
や
体
に
触
れ
る
な
ど
し
て

い
る
。
自
分
に
で
き
な
い
こ
と
等
の

呼
び
か
け
は
即
刻
や
め
る
べ
き
で
は
。

市
長　

①
施
設
利
用
者
や
市
主
催
行

事
等
へ
の
参
加
拒
否
は
し
て
い
な
い
。

　

②
状
況
に
応
じ
適
切
な
呼
び
か
け

を
し
自
分
も
適
切
に
行
動
し
て
い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が 

生
命
や
健
康
を
脅
か
し
て
い
る

質
問　

①
市
長
は
ワ
ク
チ
ン
に
一
定

程
度
の
感
染
予
防
効
果
が
あ
る
と
し

た
が
、
国
が
以
前
未
接
種
に
分
類
し

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
未
記
入
者
を
接

種
歴
不
明
に
分
類
し
た
結
果
、
年
代

に
よ
っ
て
未
接
種
者
よ
り
２
回
接
種

者
の
感
染
割
合
が
高
い
と
判
明
し
た
。

い
ま
だ
市
は
予
防
効
果
を
主
張
す
る

の
か
。
市
民
に
周
知
す
べ
き
で
は
。

　

②
フ
レ
イ
ル
予
防
等
を
二
の
次
に

し
て
き
た
が
中
・
長
期
的
視
点
等
で

健
康
を
考
え
る
方
向
に
転
換
し
て
は
。

市
長　

①
市
で
は
感
染
予
防
効
果
の

有
無
の
判
断
は
難
し
い
。
厚
生
労
働

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
載
か
ら
、
一

定
程
度
の
感
染
予
防
効
果
や
重
症
化

予
防
効
果
は
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

②
引
き
続
き
中
・
長
期
的
な
視
点

か
ら
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与
す
る
。

生活支援課の窓口で配布している生活保護のしおり

一般質問


